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一
九
五
五
年
、
産
業
総
合
の
生
産
指
数
が
つ
い
に
戦
前
の
最
高
水
準
を
突
破
、「
も

は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
「
経
済
白
書
」
の
宣
言
を
も
っ
て
、
日
本
は
経
済
的

に
、
ま
た
社
会
的
に
、「
戦
後
時
代
」
を
終
了
さ
せ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
日
本
は

大
衆
社
会
に
突
入
し
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
つ
つ
あ
り
、
一
九
六
○
年
に
お
け
る
安

保
反
対
運
動
と
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
り
、
都
市
化
の
進
展
と
大
衆
意
識
の
形
成

が
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
、
大
衆
文
学
も
マ
ス
コ
ミ
と
緊
密
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

よ
う
や
く
大
正
十
年
代
以
来
の
第
二
の
盛
況
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
六
○
年
代
の
大
衆
文
学
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
に
よ
る
性
格
が
色
濃
く
現

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
日
本
の
大
衆
文
学
は
関
東
大
震
災
の
一
、

二
年
後
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
成
熟
を
基
盤
と
し
て
成
り
立
っ
た
の
で
、
そ
の
最
初
か

ら
マ
ス
コ
ミ
的
性
格
を
内
包
し
て
い
る
が
、
六
十
年
代
に
お
い
て
、
そ
の
性
格
は

い
っ
そ
う
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
時
代
物
が
中
心
だ
っ
た
大
衆
文
学
の
枠
に
、
戦
後
に

な
っ
て
か
ら
通
俗
小
説
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
中
間
小
説
」、
昭
和
四
○
年

代
に
入
る
と
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
へ
と
呼
び
名
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
が
、

そ
の
こ
と
か
ら
も
マ
ス
コ
ミ
的
性
格
の
存
在
が
分
か
る
。

　

小
田
切
秀
雄
は
次
の
よ
う
に
六
○
年
代
に
お
け
る
文
学
を
述
べ
て
い
る
。

　

現
代
人
の
眼
の
一
部
、
耳
の
一
部
と
ま
で
化
し
た
マ
ス
コ
ミ
に
お
い
て
の
こ

の
よ
う
な
変
質
は
、
安
定
ム
ー
ド
を
一
層
お
し
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
大
き
な
役
割

を
は
た
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
の
規
制
に
よ
っ
て
文
学
は

制
作
の
内
的
営
為
に
お
い
て
も
大
幅
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
純
文
学
と
大
衆

文
学
と
の
区
別
が
つ
け
に
く
く
な
っ
た
と
か
「
純
文
学
」
の
滅
亡
と
か
い
う
よ

う
な
論
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
者
の
内
部
の
深
い
部
分
と
の
関
係
を
失
っ

た
興
味
本
位
、
技
術
本
位
の
「
現
代
的
」
よ
そ
お
い
だ
け
の
作
品
が
増
え
て
い

る
の
で
あ
る
。（
注
１
）

　

小
田
切
の
触
れ
た
安
定
ム
ー
ド
は
経
済
成
長
及
び
そ
れ
に
よ
る
都
市
化
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
安
定
ム
ー
ド
の
出
現
は
そ
の
ま
ま

大
衆
文
学
の
盛
況
に
繋
が
っ
て
い
き
、
そ
し
て
ま
た
、
大
衆
文
学
に
過
去
と
未
来
と

い
う
二
方
向
に
沿
っ
て
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
と
秋
山
駿
は
論
じ
て
い
る
（
注
２
）。
未

来
の
方
向
に
お
い
て
代
表
的
な
の
は
松
本
清
張
と
そ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
で
あ
り
、

戦
後
の
混
乱
期
を
生
き
抜
き
、
大
き
な
事
件
を
毎
日
の
よ
う
に
目
の
当
た
り
に
し
た

大
衆
は
、
安
定
し
た
環
境
を
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、「
事
件
な
き
日
常
」
に
お
い
て
、

「
日
常
の
さ
さ
や
か
な
裂
け
目
と
し
て
の
犯
罪
、
日
常
の
織
り
成
す
小
さ
な
事
件
と

し
て
の
犯
罪
が
逆
に
、
そ
の
日
常
の
底
で
い
っ
た
い
何
が
生
じ
て
い
る
か
を
探
針
す

る
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
測
鉛
の
よ
う
な
も
の
と
化
す
…
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
彩
る
も

の
に
な
っ
て
き
た
」。（
注
３
）

　

そ
れ
に
対
し
、
五
○
年
代
に
多
く
の
歴
史
小
説
を
創
作
し
、
六
○
年
に
入
っ
て
も

依
然
と
し
て
歴
史
小
説
を
書
き
続
け
て
い
た
井
上
靖
は
、
そ
の
過
去
に
着
目
し
た
小

説
家
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
小
説
、
特
に
中
国
関
係
歴
史
小
説
は
マ
ス
コ
ミ
の

規
制
に
の
っ
と
り
な
が
ら
、
内
容
に
お
い
て
は
松
本
清
張
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
小
さ
な
事
件
に
眼
が
向
い
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
は
六

　
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
井
上
靖
の

　
　
　
　
中
国
関
係
歴
史
小
説
の
大
衆
性

　
　
　
　
―
大
衆
雑
誌
と
の
関
係
を
視
座
に
―

何
　
　
志
勇
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1960年代における井上靖の中国関係歴史小説の大衆性 ―大衆雑誌との関係を視座に―

○
年
代
に
お
け
る
井
上
靖
の
中
国
関
係
歴
史
小
説
を
取
り
上
げ
、
そ
の
マ
ス
コ
ミ
的

性
格
を
代
表
と
す
る
大
衆
性
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

三
回
に
わ
た
る
井
上
靖
の
中
国
旅
行
の
初
体
験

　

一
九
五
七
年
三
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、「
天
平
の
甍
」
は
井
上
靖
初
め
て
の
中

国
に
取
材
し
た
長
編
歴
史
小
説
と
し
て
『
中
央
公
論
』
に
連
載
さ
れ
た
。
連
載
中
の

七
月
に
、
日
中
国
交
回
復
国
民
会
議
創
立
総
会
が
催
さ
れ
、「
戦
後
」
が
終
わ
っ
た

日
本
は
、
安
定
し
た
国
際
環
境
を
図
る
た
め
に
、
中
国
と
の
関
係
を
改
善
し
よ
う
と

す
る
動
き
を
始
め
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。「
天
平
の
甍
」
が
翌
年

の
二
月
に
第
八
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
こ
の
関
係
改
善
の
機

運
に
乗
っ
た
の
も
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ん
な
時
勢

に
乗
っ
て
、
一
九
五
七
年
一
○
月
、
井
上
靖
は
、
日
中
文
化
交
流
協
会
主
催
に
よ
る

日
本
作
家
代
表
団
の
一
員
と
し
て
、
初
め
て
中
国
を
訪
問
し
た
。

　
「
天
平
の
甍
」
を
皮
切
り
に
、
井
上
靖
は
、
戦
後
の
歴
史
小
説
史
に
跡
を
残
し
た

一
連
の
中
国
関
係
の
歴
史
小
説
を
書
き
続
け
て
い
た
。
一
九
五
八
年
に
中
篇
小
説

「
楼
蘭
」、
一
九
五
九
年
に
長
編
小
説
「
敦
煌
」
と
「
蒼
き
狼
」
を
発
表
し
、
い
ず
れ

も
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
ら
の
創
作
と
受
賞
歴
に
よ
っ
て
、
井
上
靖
は
、
現
代

人
の
生
活
を
取
り
扱
う
中
間
小
説
家
か
ら
見
事
に
変
身
し
、
中
国
物
の
代
表
的
作
家

と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
一
九
六
○
年
一
月
に
、
日
中
文
化
交
流
協
会
で
講
演
し
、
一

九
六
三
年
四
月
に
、
当
時
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
東
洋
史
教
授
岩
村
忍
と
歴

史
教
養
書
と
し
て
の
『
西
域
』（
筑
摩
書
房
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
一
五
・

一
九
六
三
年
四
月
）
を
共
著
す
る
な
ど
、
幅
広
い
活
動
と
創
作
を
見
せ
て
い
る
。
一

九
五
九
年
秋
、
ア
メ
リ
カ
情
報
庁
作
成
の
「
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
・
ジ
ャ
パ
ン
活
動
記
録
機
密

文
書
」
に
挙
げ
ら
れ
た
日
本
の
作
家
・
文
化
人
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
三
六
名
の

中
に
井
上
靖
の
名
前
も
見
ら
れ
、
日
本
の
世
論
を
代
表
す
る
文
化
人
で
あ
る
と
当
時

の
井
上
靖
を
位
置
づ
け
て
も
よ
か
ろ
う
。「
蒼
き
狼
」
を
発
表
し
た
翌
年
の
一
九
六

一
年
六
月
、
中
国
対
外
文
化
協
会
の
招
き
に
よ
り
、「
日
本
作
家
代
表
団
」
の
一
員

と
し
て
、
井
上
靖
は
二
度
目
に
中
国
へ
旅
立
っ
た
。

　

鑑
真
和
上
円
寂
一
二
○
○
周
年
に
あ
た
っ
た
一
九
六
三
年
、
中
日
両
国
は
「
鑑
真

和
上
円
寂
一
千
二
百
年
記
念
集
会
」
を
催
し
、
日
本
側
か
ら
訪
中
日
本
文
化
界
代
表

団
が
中
国
を
訪
問
し
、
井
上
靖
は
「
天
平
の
甍
」
の
作
者
と
し
て
、
初
め
て
文
化
人

と
し
て
三
度
目
に
中
国
を
訪
問
し
た
。
三
回
に
わ
た
る
中
国
訪
問
は
、
井
上
靖
を
中

国
に
ゆ
か
り
の
深
い
文
化
人
に
変
身
さ
せ
、
そ
の
書
い
た
中
国
関
係
の
歴
史
小
説

は
、
出
版
社
や
雑
誌
こ
と
に
大
衆
雑
誌
の
争
奪
の
的
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ち
ょ
う
ど
、
鑑
真
和
上
円
寂
の
一
二
○
○
周
年
に
は
、
井
上
靖
は
、
二
月
に
「
明
妃

曲
」
を
『
オ
ー
ル
読
物
』
に
発
表
、
同
時
に
「
楊
貴
妃
」
を
『
婦
人
公
論
』
に
連
載

し
始
め
、
四
月
に
岩
村
忍
と
共
著
の
「
西
域
」
も
筑
摩
書
房
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

　

後
年
、
井
上
靖
は
『
井
上
靖
小
説
全
集
』
自
作
解
題
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
楊

貴
妃
伝
」
を
述
べ
て
い
る
。

　

私
は
昭
和
三
十
二
年
、
三
十
六
年
、
三
十
八
年
と
三
回
、
中
国
対
外
文
化
協

会
の
招
き
に
よ
っ
て
中
国
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
三
回
の
中
国
旅
行
が
な
か
っ

た
ら
、「
楊
貴
妃
伝
」
の
筆
を
執
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
殊
に

三
十
八
年
の
旅
行
は
、「
楊
貴
妃
伝
」
連
載
中
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の

主
要
舞
台
で
あ
る
西
安
市
を
訪
ね
得
た
こ
と
は
、
小
説
「
楊
貴
妃
伝
」
の
持
っ

た
幸
運
で
あ
っ
た
。（
注
４
）

　

井
上
靖
に
お
い
て
は
、「
楊
貴
妃
伝
」
は
中
国
旅
行
の
中
で
実
っ
た
作
品
だ
と
考

え
て
お
り
、
そ
れ
を
作
家
の
自
己
成
長
の
中
に
位
置
づ
け
る
の
は
ご
く
自
然
の
こ
と
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で
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
化
さ
れ
た
六
○
年
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
世
界
で
は
、
必
ず

し
も
そ
の
よ
う
に
の
み
位
置
づ
け
よ
う
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
見
受
け
ら
れ

る
。『
婦
人
公
論
』
は
昭
和
三
八
年
新
年
特
大
号
に
お
い
て
「
井
上
靖
氏
の
歴
史
小

説
／
初
め
て
本
誌
に
登
場
」
の
見
出
し
で
予
告
が
出
さ
れ
、『
オ
ー
ル
読
物
』
は
昭

和
三
八
年
二
月
の
新
春
特
大
号
に
お
い
て
「
今
月
の
長
篇
小
説
」（
注
５
）
と
し
て
「
明

妃
曲
」
を
発
表
し
た
。
二
雑
誌
と
も
、
新
年
号
に
お
い
て
、
大
げ
さ
に
井
上
靖
の
中

国
関
係
歴
史
小
説
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
井
上
靖
が
い
か
に
そ
の
時
代
に
尊
重
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の
時
点
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
国
志
向
を
物
語
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
六
四
年
、『
群
像
』
は
八
月
号
に
お
い
て
、「
文
学
読
者
の
傾
向
」
と
題
し
て
、

同
誌
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
公
開
し
た
。「
最
も
読
み
た
い
と
思
う
日
本
現
存
の

小
説
家
」
に
対
す
る
答
え
で
は
、
井
上
靖
は
三
島
由
紀
夫
に
次
い
で
二
位
を
占
め

た
。（
注
６
）
中
国
旅
行
の
お
か
げ
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
大
い
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
井
上

靖
は
、
自
己
成
長
と
と
も
に
、
大
衆
文
学
時
代
の
人
気
作
家
ま
た
有
名
な
文
化
人
と

し
て
タ
レ
ン
ト
化
さ
れ
、
六
○
年
代
の
大
衆
社
会
で
輝
か
し
い
活
躍
ぶ
り
を
見
せ
た

と
言
え
よ
う
。

二　

歴
史
の
謎
を
解
い
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
―
―
『
オ
ー
ル
読
物
』
の

　
　
「
明
妃
」
と
「
永
泰
公
主
」

　

昭
和
五
年
、『
オ
ー
ル
読
物
』
は
『
文
藝
春
秋
』
の
臨
時
増
刊
と
し
て
誕
生
し
、

翌
年
四
月
か
ら
定
期
の
月
刊
雑
誌
と
な
る
。
発
足
当
時
か
ら
、
既
に
大
衆
文
芸
雑
誌

の
性
格
が
備
わ
り
、
昭
和
五
五
年
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
大
衆
文
学
大
系　

別

巻
』
に
お
い
て
大
衆
文
芸
の
主
要
雑
誌
と
し
て
『
キ
ン
グ
』『
大
衆
文
芸
』
な
ど
と

名
を
連
ね
る
こ
と
で
も
そ
れ
が
分
か
る
。
昭
和
一
○
年
設
置
さ
れ
た
直
木
賞
の
受
賞

作
に
誌
面
を
提
供
し
た
り
、
平
成
六
年
に
松
本
清
張
賞
を
設
置
し
た
り
で
、
大
衆
文

芸
の
促
進
と
新
人
作
家
の
育
成
と
い
う
姿
勢
は
そ
の
後
も
続
い
た
。

　

一
九
六
二
年
、『
オ
ー
ル
読
物
』
は
六
○
年
代
の
大
衆
文
学
の
要
求
に
積
極
的
に

応
え
て
い
く
た
め
、
推
理
小
説
新
人
賞
を
設
置
し
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
を
掲
げ
る
路

線
を
確
立
し
た
。
な
ぜ
、
六
○
年
代
に
お
い
て
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
は
大
衆
文
芸
雑

誌
の
注
目
を
集
め
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
冒
頭
の
部
分
で
触
れ
た
の
で
繰
り
返

さ
な
い
が
、
一
九
六
三
年
の
新
春
特
別
号
に
大
げ
さ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
井
上
靖
の

「
明
妃
曲
」
は
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ブ
ー
ム
と
は
何
か
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
「
明
妃
曲
」
は
そ
の
冒
頭
の
部
分
が
や
や
長
す
ぎ
る
よ
う
な
嫌
い
が
あ
り
、
匈
奴

の
由
来
、
性
格
及
び
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
は
、
単
于
冒
頓
の
逸
話
、
宦
者
中
行
説
の

話
に
多
く
の
筆
を
費
や
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
後
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
さ
れ

た
王
昭
君
の
話
の
下
敷
き
に
な
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
真
実
で
あ
る
よ
う
に
見
せ
る

た
め
の
仕
掛
け
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

冒
頓
が
単
于
の
位
を
奪
う
た
め
に
、
そ
の
父
を
射
殺
ま
で
す
る
と
い
う
逸
話
は
、

そ
の
後
、
王
昭
君
の
愛
す
る
単
于
呼
韓
邪
の
子
が
王
昭
君
へ
の
誓
言
と
な
っ
た
。

　

も
し
父
単
于
が
な
お
何
年
も
生
き
る
な
ら
、
そ
の
時
は
父
単
于
を
殺
す
許

り
だ
。
彼
は
自
分
が
汝
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
に
も
拘
わ
ら

ず
、
い
つ
ま
で
も
手
離
さ
な
い
な
ら
ば
、
何
本
か
の
矢
は
父
の
胸
元
を
射
ぬ

く
だ
ろ
う
。
余
は
太
陽
と
月
と
汝
の
た
め
に
は
、
い
か
な
る
こ
と
で
も
す
る

だ
ろ
う
。（
注
７
）

　

宦
者
中
行
説
の
話
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
匈
奴
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

た
宦
者
中
行
説
を
も
っ
て
、
後
ほ
ど
王
昭
君
は
な
ぜ
元
帝
を
憎
み
、
単
于
の
子
を
愛
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し
た
の
か
を
納
得
さ
せ
る
挿
話
と
し
て
十
分
に
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。
ち

な
み
に
、「
明
妃
曲
」
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
四
ヵ
月
後
、
小
説
「
宦
者
中
行
説
」
は

『
文
芸
』
に
掲
載
さ
れ
、「
明
妃
曲
」
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
延
長
線
上
に
あ
る
小
説
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
明
妃
曲
」
と
関
連
の
あ
る
作
品
は
ほ
か
に
『
西
域
』
が
あ
る
。
一
九
六
二
年
六
月
、

井
上
靖
は
『
西
域
』
取
材
の
た
め
京
都
へ
出
向
い
た
こ
と
か
ら
、「
明
妃
曲
」
と
『
西

域
』
は
同
時
に
構
想
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。『
西

域
』
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
、
井
上
靖
と
歴
史
学
者
岩
村
忍

と
の
共
著
で
制
作
さ
れ
た
単
行
本
で
あ
る
。
歴
史
教
養
書
的
な
も
の
で
、
し
か
も
歴

史
学
者
と
の
共
著
で
あ
る
か
ら
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
な
る
べ
く
抑
え
た
よ
う
な
調
子

で
書
か
れ
た
「
西
域
の
人
物
」
の
中
に
は
「
王
昭
君
」
を
扱
っ
た
一
節
が
あ
る
。『
西

域
』
の
「
王
昭
君
」
は
主
に
史
書
『
漢
書
』
の
「
匈
奴
伝
」
と
文
芸
作
品
で
最
も
有

名
な
「
漢
宮
秋
」
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
た
が
、
作
者
な
り
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
小
説
家
と
し
て
の
関
心
は
そ
の
行
間
か
ら
読
み
取

れ
な
い
も
の
で
も
な
い
。

　

王
昭
君
の
み
が
、
一
人
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
彼
女
が
美
貌
で
あ
り
、
元
帝

の
後
宮
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
の
主
権
者
の
一
族
の

娘
の
場
合
の
方
に
む
し
ろ
同
情
が
集
ま
っ
て
い
い
と
思
わ
れ
る
が
、
話
と
し
て

は
王
昭
君
の
場
合
の
方
が
、
王
昭
君
、
元
帝
、
呼
韓
邪
と
い
う
人
物
構
成
を
考

え
た
だ
け
で
も
、
劇
的
な
要
素
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。（
注
８
）

　

こ
の
三
角
関
係
に
対
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
衝
動
は
そ
の
後
「
明
妃
曲
」
の
中

で
王
昭
君
、
元
帝
、
呼
韓
邪
と
そ
の
子
の
四
人
の
関
係
と
な
っ
て
現
れ
て
き
た
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

史
実
の
空
白
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
埋
め
る
の
は
小
説
家
の
歴
史
に
関
与
す

る
方
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
井
上
靖
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
い
つ
も
歴
史
の
狭
間

で
自
分
な
り
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
空
白
の
埋
め
方
に
よ
っ
て
、
小
説
家
の

性
質
が
見
ら
れ
る
。
井
上
靖
の
場
合
は
史
実
に
隠
さ
れ
た
事
実
ま
た
は
知
り
え
な
い

心
理
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
の
謎
を
い
つ
も
自
分
に
問
い
か
け
、
史
実
を
損
な
わ
な
い

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
解
釈
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
明
妃
曲
」
に
お
い
て
は
、
井
上
靖
は
一
つ
の
謎
を
解
こ
う
と
試
み
た
よ
う
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
王
昭
君
は
な
ぜ
番
地
へ
赴
く
途
中
で
、
境
界
と
し
て
の
黒
河
に
身
を

投
じ
自
殺
し
た
の
か
。
井
上
靖
は
小
説
の
語
り
手
と
し
て
の
田
津
岡
竜
英
の
話
を
借

り
て
、
自
分
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

　

大
体
〝
漢
宮
秋
〞
の
王
昭
君
は
矛
盾
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
自
分
で
国

の
犠
牲
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
て
匈
奴
に
嫁
い
で
行
き
な
が
ら
、
漢
土
と
別
れ

る
情
に
耐
え
か
ね
て
投
身
す
る
と
い
う
こ
と
は
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。（注
９
）

　
『
西
域
』
に
し
ろ
「
明
妃
曲
」
に
し
ろ
、
王
昭
君
の
婚
姻
状
況
を
述
べ
た
。

　

単
于
は
王
昭
君
を
得
て
大
い
に
歓
喜
し
た
。
こ
う
い
う
記
述
が
載
っ
て
い

る
。
な
お
単
于
王
昭
君
を
号
し
て
寧
胡
閼
氏
と
為
す
。
一
男
伊
屠
智
牙
師
を
生

む
。
右
日
逐
王
と
為
す
。
呼
韓
邪
死
し
た
後
、
そ
の
子
単
于
の
妻
と
な
り
、
二

女
を
生
む
。
長
女
を
須
卜
居
次
、
次
女
を
当
于
居
次
と
為
す
。
こ
う
い
っ
た
記

述
も
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
が
事
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。（
注
10
）

　

今
度
は
元
帝
の
後
宮
の
女
性
で
あ
る
王
昭
君
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に

呼
韓
邪
は
非
常
に
歓
喜
し
た
。
王
昭
君
は
呼
韓
邪
と
の
間
に
一
男
を
生
ん
だ

が
、
呼
韓
邪
単
于
が
死
ぬ
と
、
そ
の
子
の
単
于
に
嫁
ぎ
、
更
に
二
女
を
生
ん
だ
。

こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
『
漢
書
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。（
注
11
）

　

殆
ど
同
じ
よ
う
な
書
き
方
で
、
事
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
史
実
を
述
べ
て
い
る
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が
、「
こ
れ
だ
け
」
の
史
実
で
は
、
中
原
の
礼
制
文
化
の
中
で
育
っ
た
王
昭
君
は
前

後
し
て
父
子
二
人
の
妻
に
な
っ
た
こ
と
を
十
分
説
明
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、

井
上
靖
は
、「
明
妃
曲
」
に
お
い
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
埋
め
よ
う
と
努
め
た
。

　

井
上
靖
は
、
王
昭
君
と
呼
韓
邪
の
子
と
の
出
会
い
を
設
け
、
こ
の
「
凶
悪
残
忍
を

以
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
」
匈
奴
の
男
に
惚
れ
た
王
昭
君
の
心
理
を
作
っ
た
。
し
か
し
、

王
昭
君
は
自
分
が
嫁
す
る
人
は
惚
れ
た
青
年
で
は
な
く
、
七
○
歳
も
す
る
青
年
の
父

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
時
、
生
き
て
い
く
意
味
が
無
く
な
り
、
河
に
投
身
し
て
死
ぬ

こ
と
に
し
た
。
死
ね
な
か
っ
た
王
昭
君
は
、
老
い
た
単
于
が
死
ん
だ
ら
、
す
ぐ
青
年

の
妻
に
な
る
と
、
青
年
と
約
束
を
結
ん
で
は
じ
め
て
、
将
来
へ
の
希
望
を
抱
き
な
が

ら
、
無
意
味
の
生
活
を
我
慢
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
風
に
、
井
上
靖
は
王

昭
君
の
自
殺
に
ま
つ
わ
っ
た
謎
を
解
い
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　

王
昭
君
は
国
の
平
和
の
た
め
に
、
西
域
に
行
く
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
な
く
、
元

帝
へ
の
憎
み
と
匈
奴
の
青
年
へ
の
愛
情
で
西
域
と
い
う
未
知
な
土
地
へ
赴
く
こ
と
に

し
た
。
ま
た
、
そ
の
自
殺
も
、
国
へ
の
名
残
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
愛
情
が
消
滅
し

た
の
で
仕
方
な
く
取
っ
た
極
端
的
な
行
為
に
す
ぎ
な
い
。
井
上
靖
は
こ
ん
な
仕
掛
け

を
通
し
て
、
巾
幗
英
雄
と
い
う
史
実
や
従
来
の
文
芸
作
品
に
伝
え
ら
れ
た
王
昭
君
の

イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
、
巾
幗
英
雄
の
殉
国
と
い
う
大
き
な
事
件
を
、
一
人
の
美
し
い
女

性
が
愛
の
た
め
に
自
殺
す
る
と
い
う
日
常
的
な
小
さ
な
事
件
に
う
ま
く
変
え
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。「
明
妃
曲
」
の
王
昭
君
は
史
実
や
伝
説
に
規
定
さ
れ
た

象
徴
的
な
人
形
で
は
な
く
、
匈
奴
の
青
年
の
目
を
見
て
震
え
上
が
っ
た
王
昭
君
は
ま

さ
に
生
き
生
き
と
し
た
一
人
の
女
性
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
上
靖
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
も
ち
、
文
学
的
な
真
実
を
見
せ
る
と

同
時
に
、
六
○
年
代
の
大
衆
社
会
に
お
け
る
日
常
の
底
を
探
る
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
と

の
一
致
性
を
見
出
す
の
に
成
功
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
故
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小

説
を
掲
げ
た
『
オ
ー
ル
読
物
』
が
井
上
靖
の
歴
史
小
説
に
対
し
て
も
や
や
大
げ
さ
に

取
り
上
げ
た
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
六
四
年
一
一
月
、『
オ
ー
ル
読
物
』
に
発
表
し
た
中
国
に
取
材
し
た
歴
史
小

説
「
永
泰
公
主
の
頸
飾
り
」
も
「
明
妃
曲
」
と
同
じ
よ
う
に
、
小
さ
な
事
件
を
取
り

扱
う
傾
向
が
見
ら
れ
、
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
分
析
を
省
か
せ
て
い
た
だ
く
が
、
そ
の

代
わ
り
に
、
井
上
靖
の
書
い
た
「
中
国
の
頼
育
芳
訳
『
永
泰
公
主
的

』
序
」
に

お
け
る
「
永
泰
公
主
の
頸
飾
り
」
の
作
品
化
の
経
緯
を
も
っ
て
、
そ
の
大
衆
的
な
傾

向
を
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

一
九
六
三
年
の
秋
に
何
日
か
西
安
で
過
ご
し
た
が
、
そ
の
折
一
日
を
さ
い
て

乾
陵
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
そ
の
帰
途
、
乾
陵
の
丘
の
裾
に
あ
る
永
泰
公
主
の
墓

を
詣
で
た
。
墓
は
発
掘
し
て
何
程
も
経
っ
て
い
ず
、
一
般
に
は
公
開
し
て
い
な

い
ら
し
か
っ
た
が
、
特
別
に
内
部
に
案
内
し
て
貰
っ
た
。

　

永
泰
公
主
は
祖
母
則
天
武
后
を
批
判
し
た
ば
か
り
に
、
十
七
歳
の
若
さ
で
、

夫
の
武
延
基
と
共
に
死
を
賜
っ
た
不
幸
な
公
主
で
あ
る
。

　

長
い
地
下
の
参
道
に
導
か
れ
て
、
墓
室
に
向
う
。
参
道
は
す
ば
ら
し
い
壁
画

で
飾
ら
れ
て
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
既
に
陝
西
博
物
館
に
移
さ

れ
、
い
ま
は
模
写
し
た
も
の
に
替
わ
っ
て
い
た
。

　

墓
室
の
前
の
部
屋
に
入
り
、
そ
こ
に
置
か
れ
て
あ
る
墓
誌
の
前
に
立
つ
。

　

―
―
永
泰
公
主
、
名
は
李
仙
蕙
、
唐
中
宗
の
第
七
皇
女
。

　

―
―
久
視
元
年
郡
主
に
封
ぜ
ら
れ
、
魏
王
武
延
基
に
嫁
し
、
十
七
歳
に
し
て

崩
ず
。

　

―
―
初
め
長
安
の
郊
外
に
葬
ら
れ
る
も
、
神
竜
元
年
則
天
武
后
薨
じ
、
中
宗

復
位
す
る
や
、
乾
陵
に
陪
陵
さ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
杖
死
の
こ
と
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
の
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も
、
乾
陵
に
陪
陵
さ
れ
た
の
も
、
父
中
宗
の
、
不
幸
で
あ
っ
た
わ
が
娘
へ
の
愛

情
か
ら
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

　

こ
の
墓
も
発
掘
し
て
み
て
、
初
め
て
盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
と
い

う
。
金
器
、
銀
器
な
ど
た
く
さ
ん
の
品
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
併
し
、
な
お
千

数
百
点
の
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
唐
三
彩
、
壁
画
、
石
の
彫
刻
な
ど
、
い
ず

れ
も
唐
代
文
物
を
代
表
す
る
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

盗
掘
の
跡
は
、
私
の
眼
に
も
、
は
っ
き
り
と
、
そ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
墓
室
の
入
口
に
な
っ
て
い
る
石
の
扉
の
上
部
は
壊
さ
れ
て
お
り
、
石
棺
に

も
槌
様
の
も
の
で
叩
か
れ
た
傷
跡
が
、
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま

た
墓
室
の
壁
に
は
、
盗
掘
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
大
き
な
手
套
の
跡
も
遺
っ
て

い
る
。

　

案
内
し
て
く
れ
た
係
員
の
説
明
に
よ
る
と
、
盗
掘
者
は
真
上
か
ら
穴
を
掘
り

下
げ
て
来
て
、
あ
や
ま
た
ず
地
下
の
参
道
に
突
当
た
っ
て
お
り
、
そ
の
勘
の
よ

さ
に
は
驚
く
ほ
か
は
な
い
と
い
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
地
中
の
真
暗
い
部
屋
の
中
で
、
頑
丈
な
石
の
扉
を
壊
す
作

業
に
従
事
し
て
い
る
盗
掘
者
た
ち
を
想
像
す
る
と
、
凄
ま
じ
い
の
一
語
に
尽
き

る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
盗
掘
者
は
何
人
か
の
一
団
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
発
掘
し
て
み
る
と
、

侵
入
路
の
真
下
に
は
、
仲
間
の
一
人
と
覚
し
き
人
間
の
脛
骨
と
、
槌
と
が
転

が
っ
て
お
り
、
そ
の
傍
に
宝
石
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
中
国
の
旅
行
を
終
え
、
帰
国
し
て
か
ら
、
永
年
に
亘
っ
て
の
懸
案
で
あ

る
永
泰
公
主
の
こ
と
を
、
小
説
の
形
で
書
こ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
下
調
べ
に

入
っ
た
が
、
い
つ
も
永
泰
公
主
の
墓
に
入
っ
た
盗
賊
の
一
団
の
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
て
来
て
、
そ
れ
が
妙
に
気
に
な
っ
た
。
何
人
ぐ
ら
い
の
一
団
で
あ
り
、
い

か
な
る
連
中
で
あ
っ
た
か
。
し
か
も
、
そ
の
一
団
の
中
の
一
人
は
、
墓
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
そ
の
内
部
に
死
体
を
さ
ら
す
に
到
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
に
、
ご
く
自
然
に
で
き
上
が
っ
た
の
が
、『
永
泰
公
主
の
頸
飾
り
』

と
い
う
短
篇
小
説
で
あ
る
。
永
泰
公
主
を
主
人
公
に
し
た
小
説
で
は
な
く
、
永

泰
公
主
の
墓
の
中
に
入
っ
た
盗
賊
の
一
団
を
取
り
扱
っ
た
短
篇
で
あ
る
。（
注
12
）

 

（
傍
線
は
筆
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。）

　

王
朝
権
力
の
犠
牲
者
で
あ
る
永
泰
公
主
の
死
と
い
う
大
き
な
歴
史
的
背
景
を
持
ち

な
が
ら
、
そ
の
中
の
一
団
の
盗
賊
が
行
っ
た
日
常
的
性
格
を
も
っ
た
謎
め
い
た
盗
掘

事
件
を
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
井
上
靖
は
自
分
の
歴
史
小
説
を
、
ミ
ス
テ
リ
ー

小
説
を
代
表
と
す
る
六
○
年
代
の
大
衆
文
学
の
枠
に
嵌
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

三　

女
性
の
生
き
方
を
応
援
す
る
―
―
『
婦
人
公
論
』
と
「
楊
貴
妃
伝
」

　
『
婦
人
公
論
』
は
一
九
一
六
年
に
中
央
公
論
新
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
女
性
誌
で

あ
る
。
発
足
以
来
、
女
性
の
解
放
と
自
我
の
確
立
を
求
め
る
時
代
の
声
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
、
戦
前
に
お
い
て
『
主
婦
の
友
』『
婦
人
画
報
』『
婦
人
倶
楽
部
』
と
並
び
、「
四

大
婦
人
雑
誌
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

井
上
靖
は
『
婦
人
公
論
』
に
長
編
歴
史
小
説
「
楊
貴
妃
伝
」
を
連
載
す
る
前
に
、

既
に
多
く
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を
そ
れ
に
発
表
し
た
。

　

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）　

秘
密
（
小
説
）

　

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）　

野
間
宏

　

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）　

あ
に
い
も
う
と

　

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）　

愛
撫
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昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）　

カ
ラ
コ
ル
ム

　

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）　

女
で
あ
る
た
め
に

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）　

河
口
（
連
載
小
説
、
三
五
年
五
月
ま
で
一
七
回
）

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）　

女
の
ひ
と
の
美
し
さ

　

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
○
）　

養
之
如
春
（
一
週
一
言
）

　

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）　 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
か
ら
（
連
載
、
三
七
年
二
月
ま

で
一
○
回
）

　

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）　

娘
の
結
婚
に
思
う
「
親
か
ら
巣
立
つ
娘
へ
」

　

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）　

第
一
回
女
流
文
学
賞
選
評
：
佳
作
「
さ
く
ら
の
花
」

　

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）　
「
楊
貴
妃
伝
」
作
者
の
こ
と
ば

　

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）　

楊
貴
妃
伝
（
連
載
小
説
、
四
○
年
五
月
ま
で
二
八
回
）

　

一
九
五
九
年
の
「
河
口
」
連
載
ま
で
に
、
井
上
靖
は
主
に
女
性
向
け
の
エ
ッ
セ
イ
、

随
筆
を
発
表
し
た
が
、
六
○
年
代
に
入
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
の
旅
行
を
生
か

し
、
早
く
も
連
載
物
を
『
婦
人
公
論
』
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
三
年

一
月
の
『
婦
人
公
論
』
新
年
特
大
号
に
「
井
上
靖
の
歴
史
小
説
／
初
め
て
本
誌
に
登

場
」
の
見
出
し
で
予
告
が
出
さ
れ
、
ま
た
次
の
よ
う
な
「
作
者
の
こ
と
ば
」
も
掲
げ

ら
れ
た
。

　

今
度
は
じ
め
て
本
誌
に
歴
史
小
説
を
書
い
て
み
た
い
と
思
う
。
い
ま
私
の
心

の
な
か
に
は
、
日
本
や
中
国
の
歴
史
の
中
に
生
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
姿
が

め
ま
ぐ
る
し
く
去
来
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
人
を
私
な
り
に
と
ら
え
て
、
そ

の
女
と
し
て
の
生
き
方
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。（
注
13
）

　

新
年
号
で
題
目
抜
き
の
予
告
を
し
た
上
、
女
性
の
読
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
作
者

の
言
葉
ま
で
添
え
て
、「
楊
貴
妃
伝
」
が
ま
だ
発
表
し
て
い
な
い
う
ち
に
、
す
で
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
戦
略
に
対
応
し
て
、
大
衆
の
中
で
十
分
期
待
で
き
そ
う
な
小
説

に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
ず
っ
と
井
上
靖
の
軽
い
随
筆
や
現
代
小
説
を
掲
載
し
て
い
た
『
婦
人

公
論
』
は
な
ぜ
今
度
は
や
や
硬
質
な
長
編
歴
史
小
説
を
連
載
す
る
こ
と
に
決
め
た
の

か
。
前
文
に
触
れ
た
井
上
靖
の
中
国
旅
行
は
も
ち
ろ
ん
一
つ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
六
○
年
代
の
大
衆
社
会
に
お
け
る
女
性
読
者
の
志
向
変
化

も
雑
誌
の
路
線
を
変
え
た
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
尾
崎
秀
樹
は
昭

和
三
○
年
代
の
女
性
読
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

家
庭
に
お
け
る
電
化
や
台
所
革
命
が
実
現
し
、
主
婦
の
余
暇
時
間
が
ふ
え
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
家
庭
の
主
婦
層
ま
で
が
推
理
小
説
や
時
代
小
説
を
読
む
よ

う
に
な
る
の
も
、
昭
和
三
十
代
へ
入
っ
て
か
ら
の
現
象
だ
。
松
本
清
張
は
推

理
も
の
で
一
時
代
を
つ
く
っ
た
ほ
か
に
「
無
宿
人
別
帳
」（
昭
和
三
十
二
年
〜

三
十
三
年
）、「
か
げ
ろ
う
絵
図
」（
昭
和
三
十
三
年
〜
三
十
四
年
）
な
ど
で
時

代
も
の
に
独
自
な
切
込
み
を
み
せ
、
さ
ら
に
現
代
史
や
古
代
史
の
謎
に
も
挑
ん

だ
。
ミ
ス
テ
リ
ー
の
第
一
次
戦
後
派
が
時
代
も
の
に
傾
斜
す
る
の
も
こ
の
時
期

の
こ
と
だ
。（
注
14
）

　

尾
崎
秀
樹
の
言
っ
て
い
る
時
代
物
は
必
ず
し
も
井
上
靖
の
歴
史
小
説
と
は
一
致
す

る
と
は
限
ら
な
い
が
、
謎
め
い
た
歴
史
小
説
を
も
ち
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ブ
ー
ム
に
適
応

し
て
い
く
井
上
靖
の
「
楊
貴
妃
伝
」
は
ま
さ
に
主
婦
た
ち
の
余
暇
時
間
を
潰
す
の
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
楊
貴
妃
伝
」
は
こ
う
い
っ
た
時
代
性
と
整
合
す
る
面
を
持
っ
て
い
た
の
で
『
婦

人
公
論
』
で
の
連
載
を
実
現
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
方
、
井
上
靖
と
『
婦
人
公
論
』

と
の
関
係
及
び
宣
伝
戦
略
も
「
楊
貴
妃
伝
」
の
連
載
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

　
「
楊
貴
妃
伝
」
連
載
中
の
一
九
六
四
年
三
月
、
井
上
靖
は
「『
婦
人
公
論
』
の
す
す
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め
」
と
い
う
小
文
を
書
い
た
。

　

こ
の
雑
誌
の
編
集
に
つ
い
て
、
い
つ
も
感
心
す
る
の
は
、
ど
ん
な
評
論
で
も
、

写
真
で
も
、
記
事
で
も
、
か
な
ら
ず
女
性
の
立
場
か
ら
物
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、

日
本
の
女
性
に
と
っ
て
、
物
を
考
え
る
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

娯
楽
に
し
ろ
、
教
養
に
し
ろ
、
編
集
者
が
作
っ
て
無
条
件
に
読
者
に
与
え
る

雑
誌
の
多
い
中
で
、
押
し
つ
け
が
ま
し
い
態
度
は
と
ら
ず
、
い
つ
も
読
者
に
考

え
る
材
料
を
与
え
、
読
者
と
い
っ
し
ょ
に
そ
れ
を
考
え
よ
う
と
す
る
編
集
の
雑

誌
、
批
判
精
神
を
も
っ
た
婦
人
雑
誌
は
、
現
在
の
日
本
で
は
非
常
に
少
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
読
者
は
こ
の
雑
誌
に
よ
っ
て
、
自
分
も
考
え
、
自
分

も
発
言
す
る
、
と
い
う
こ
と
の
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

本
誌
に
つ
い
て
感
心
し
て
い
る
点
は
、
本
当
の
教
養
と
い
う
も
の
を
読
者
に
知

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。（
注
15
）

　

絶
賛
と
言
え
る
ほ
ど
の
紹
介
で
あ
る
。
井
上
靖
は
ほ
か
に
『
主
婦
の
友
』『
婦
人

画
報
』『
婦
人
倶
楽
部
』
な
ど
多
く
の
女
性
誌
に
も
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
む
し

ろ
『
婦
人
公
論
』
で
の
発
表
は
少
な
い
ほ
う
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ

ん
な
絶
賛
の
言
葉
を
捧
げ
る
の
は
『
婦
人
公
論
』
だ
け
で
あ
る
。
連
載
中
の
宣
伝
の

意
味
合
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
額
面
通
り
に
受
け
取
り
に
く
い
言
説
で
あ
ろ

う
。

　

も
っ
と
も
、
翌
年
の
一
九
六
五
年
は
『
婦
人
公
論
』
発
刊
五
○
周
年
に
あ
た
り
、

同
誌
の
業
績
を
讃
え
る
の
は
常
連
作
家
の
一
人
と
し
て
為
す
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
て

も
よ
い
。
実
際
に
、
一
九
六
五
年
一
○
月
に
、
井
上
靖
は
「『
婦
人
公
論
』
の
歩
み

を
讃
え
る
」
と
い
う
小
文
を
書
い
て
、「
五
十
歳
の
『
婦
人
公
論
』
に
讃
辞
と
敬
意

を
惜
し
ま
な
い
」
と
述
べ
た
。
ず
っ
と
大
衆
の
た
め
に
創
作
を
続
け
て
い
る
井
上
靖

は
『
婦
人
公
論
』
な
ど
の
女
性
誌
と
緊
密
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ら
女
性
向

け
の
雑
誌
を
応
援
し
、
ま
た
「
楊
貴
妃
伝
」
を
以
っ
て
、
日
本
の
女
性
の
生
き
方
を

応
援
し
て
堅
実
な
大
衆
路
線
を
踏
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

四　

む
す
び

　

六
○
年
代
の
大
衆
社
会
に
お
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
と
と
も
に
成
長
し
て
き
た

大
衆
文
学
が
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
中
、
中
国
旅
行
と
前
後
し
て
中
国
関
係
の
歴
史

小
説
を
書
き
続
け
て
い
た
井
上
靖
の
作
品
は
、
大
衆
文
芸
雑
誌
の
争
う
的
に
な
っ

た
。
一
方
、
時
代
の
寵
児
と
さ
れ
る
井
上
靖
は
そ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
謎
を

解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
上
の
事
件
を
矮
小
化
し
、
文
学
的
真
実
を
探
ろ
う
と
し

た
結
果
、
日
常
的
な
小
事
件
を
取
扱
っ
て
日
常
の
底
を
探
る
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
と
の

一
致
性
を
形
成
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

文
学
の
マ
ス
コ
ミ
化
が
進
ん
で
、
マ
ス
コ
ミ
的
性
格
を
基
軸
と
す
る
六
○
年
代
の

大
衆
文
学
時
代
は
大
衆
の
人
気
作
家
井
上
靖
を
選
ん
だ
一
方
、
井
上
靖
自
身
も
、
積

極
的
に
大
衆
文
芸
雑
誌
と
緊
密
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
自
分
の
作
品
を
も
っ
て
大

衆
の
生
き
方
を
応
援
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
井
上
靖
は
こ
の
時
代
を

選
ん
だ
と
も
言
え
よ
う
。
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文
壇
史
』（
講
談
社　

一
九
七
六
年
三
月
）

（
五
）
井
上
靖
『
井
上
靖
全
集　

別
巻
』（
新
潮
社　

二
○
○
○
年
四
月
）

（
六
）
井
上
靖
『
井
上
靖
全
集　

第
十
五
巻
』（
新
潮
社　

一
九
九
六
年
七
月
）

（
七
）
井
上
靖
『
井
上
靖
全
集　

第
七
巻
』（
新
潮
社　

一
九
九
五
年
一
一
月
）

（
八
）
井
上
靖
『
井
上
靖
全
集　

第
六
巻
』（
新
潮
社　

一
九
九
五
年
一
○
月
）

（
九
）
井
上
靖
、
岩
村
忍
『
西
域
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
一
五
）』（
筑
摩
書
房　

一
九
六
三
年
四
月
）

（
一
〇

）
井
上
靖
『
楊
貴
妃
伝
』（
講
談
社
文
庫　

一
九
八
九
年
五
月
）

注注
1　

参
考
文
献
（
一
）
三
六
七
―
三
六
九
頁
「『
大
衆
社
会
』
状
況
へ
」
に
よ
る
。

注
2　

同
注
1

注
3　

参
考
文
献
（
一
）
三
七
七
―
三
八
一
頁
「
小
説
の
読
物
化
と
大
衆
文
学
」
を
参
照
。

注
4　

参
考
文
献
（
五
）
七
〇
頁
『
井
上
靖
小
説
全
集
』（
第
二
十
八
巻
）
自
作
解
題
に
よ
る
。

注
5　
「
今
月
の
長
篇
小
説
」
は
雑
誌
の
コ
ラ
ム
名
で
あ
る
。
実
際
、「
明
妃
曲
」
は
一
〇
〇

枚
し
か
な
い
短
篇
小
説
で
あ
る
。『
オ
ー
ル
読
物
』
の
目
次
で
は
、「
明
妃
曲
」
の
タ

イ
ト
ル
の
下
に
「
一
〇
〇
枚
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

注
6　

参
考
文
献
（
一
）
三
五
三
―
三
五
四
頁
に
よ
る
。

注
7　

参
考
文
献
（
八
）
四
六
一
頁
。

注
8　

参
考
文
献
（
九
）
四
〇
―
四
一
頁
。

注
9　

参
考
文
献
（
六
）
四
六
三
頁
。

注
10　

参
考
文
献
（
九
）
四
〇
頁
。

注
11　

参
考
文
献
（
六
）
四
五
五
頁
。

注
12　

参
考
文
献
（
五
）
一
三
四
―
一
三
五
頁
。

注
13　

参
考
文
献
（
六
）
七
二
七
頁
「
楊
貴
妃
伝
」
解
題
。

注
14　

参
考
文
献
（
二
）
一
〇
六
頁
「
戦
後
の
展
望
」
を
参
照
。

注
15　

参
考
文
献
（
五
）
三
五
五
―
三
五
六
頁
。

 （
か　

し
ゆ
う
・
大
連
外
国
語
学
院
講
師　

本
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
臨
時
研
究
員
）




